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防
災
月
間
だ

っ
た
９
月
に
は

各
地
で
避
難
訓

練
や
災
害
対
応

な
ど
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
実

施
さ
れ
た
。
地
球
の
マ
ン
ト

ル
の
変
動
周
期
は
人
の
世
代

交
代
の
周
期
よ
り
も
は
る
か

に
大
き
く
、
だ
か
ら
天
災
は

忘
れ
た
頃
に
来
る
。

　

人
災
で
あ
る
戦
争
も
国
家

と
い
う
集
団
が
大
き
い
か
ら

そ
の
前
兆
の
右
傾
化
も
軍
事

化
も
個
人
に
は
微
動
に
し
か

感
じ
な
い
。
自
然
災
害
の
防

御
は
で
き
て
も
本
体
の
制
御

は
で
き
な
い
。
だ
が
人
為
災

害
の
戦
争
は
早
期
対
応
で
き

る
の
で
は
な
い
か
。

　

日
本
各
地
に
あ
る
平
和
記

念
館
は
、
戦
争
の
悲
惨
さ
と

愚
か
さ
を
遺
物
や
資
料
な
ど

の
展
示
物
で
訴
え
て
い
る
。

事
実
関
係
の
先
は
ご
自
分
の

理
性
と
正
義
感
や
人
間
愛
で

考
え
よ
と
示
唆
さ
れ
た
よ
う

に
私
は
受
け
取
っ
て
い
る
。

　

日
本
が
ま
だ
微
動
段
階
だ

っ
た
時
に
は
多
少
は
ブ
レ
ー

キ
が
利
い
て
い
た
。

　

そ
の
後
、
ブ
レ
ー
キ
の
不

調
の
よ
う
な
小
さ
な
事
変
、

事
案
の
連
続
で
、
次
第
に
暴

走
が
加
速
し
だ
し
た
。
止
ま

れ
な
く
な
っ
た
の
は
私
の
生

年
（
昭
和
11
年
）
の
２
・
26

事
件
で
な
か
ろ
う
か
と
私
考

し
て
い
る
。

今日の数字

61．9％
　歯科医療機関数に占める電
子レセプト請求の割合。支払
基金の2014年６月分から。

 

医
療
へ
は
ゼ
ロ
税
率（
免
税
）求
め
る

　

協
会
は
、
①
消
費
税
率
の
10
％
へ
の
増
税
撤
回
②
医
療

へ
の
ゼ
ロ
税
率
（
免
税
）
の
適
用
―
―
を
求
め
て
会
員
署

名
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
多
数
の
会
員
の
署
名
を
力
に
、

今
国
会
で
政
府
や
議
員
へ
要
請
す
る
。
冨
本
昌
之
副
理
事

長
・
経
税
部
長
が
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

多
く
の
国
民
の
反
対
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
４
月
か
ら
消

費
税
が
８
％
に
増
税
さ
れ

た
。
増
税
で
消
費
者
物
価
が

上
昇
す
る
一
方
、
４
月
の
家

庭
の
消
費
支
出
は
前
年
比
マ

増
税
計
画
の
即
時
中
止
を

冨
本
昌
之
副
理
事
長
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厚労省
「毎月勤労統計調査」

今
号
同
封
の
案
内
チ
ラ
シ

イ
ナ
ス
４
・
６
％
に
下
落
。

５
月
は
な
ん
と
マ
イ
ナ
ス
８

・
０
％
と
大
幅
に
落
ち
込
ん

だ
。
４
〜
６
月
期
の
国
内
総

生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
は
年
率
換

算
で
マ
イ
ナ
ス
７
・
１
％
と

冷
え
込
み
、
景
気
が
急
激
に

悪
化
し
て
い
る
。

　

増
税
に
よ
る
家
計
の
悪
化

で
医
療
に
支
出
で
き
る
お
金

が
減
り
、
深
刻
な
受
診
抑
制

が
始
ま
っ
て
い
る
。
安
倍
首

相
は
厳
し
さ
を
増
す
国
民
生

活
に
は
目
も
く
れ
ず
、
２
０

１
５
年
10
月
か
ら
消
費
税
率

を
10
％
へ
引
き
上
げ
る
こ
と

を
計
画
。
今
年
中
に
増
税
実

施
を
判
断
す
る
と
い
う
。
さ

ら
な
る
増
税
は
景
気
を
ど
ん

底
ま
で
突
き
落
と
し
、
暮
ら

し
を
危
機
的
状
況
に
追
い
や

る
こ
と
に
な
る
。

　

政
府
は
消
費
税
増
税
に
よ

る
「
社
会
保
障
の
充
実
」
を

公
約
し
て
い
た
。
ふ
た
を
開

け
て
み
れ
ば
社
会
保
障
は
改

悪
に
次
ぐ
改
悪
。
増
税
分
は

　

大
阪
の
医
師
・
歯
科
医

師
ら
で
つ
く
る
「
お
お
さ

か
医
科
・
歯
科
九
条
の

会
」
は
、
神
戸
女
学
院
大

学
名
誉
教
授
の
内
田
樹
氏

を
講
師
に
市
民
公
開
講
演

会
を
11
月
30
日
、
Ｍ
＆
Ｄ

ホ
ー
ル
で
開
く
。

大
企
業
の
法
人
税
減
税
の
穴

埋
め
や
、
無
駄
な
大
型
公
共

事
業
、
軍
事
費
に
使
わ
れ
て

い
る
の
が
実
態
で
、
財
政
は

急
激
に
悪
化
し
て
い
る
。
公

約
が
偽
り
だ
っ
た
以
上
、
さ

ら
な
る
消
費
税
増
税
は
撤
回

し
、
税
率
を
５
％
に
戻
す
べ

き
で
あ
る
。

　

増
税
に
よ
る
医
療
機
関
へ

の
影
響
も
深
刻
だ
。
歯
科
診

療
所
の
損
税
負
担
は
、
税
率

な
る
。

　

協
会
で
は
、
先
生
方
の
声

を
会
員
要
望
書
と
し
て
集
約

し
、
今
国
会
中
の
国
会
要
請

行
動
で
政
府
や
国
会
議
員
に

　

吹
田
市
議
会
は
９
月
26
日

の
定
例
会
本
会
議
で
、
歯
と

口
腔
の
健
康
づ
く
り
推
進
条

例
を
全
会
一
致
で
可
決
し

た
。
口
腔
保
健
の
推
進
に
つ

内
田
樹
が
語
る
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
と
憲
法
九
条

日
時
：
11
月
30
日
（
日
）
午
後
１
時
〜
３
時
半

会
場
：
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

会
費
：
無
料

定
員
：
１
５
０
人

※
お
申
し
込
み
は
協
会
事
務
局
ま
で

表
し
、
国
会
ア
ピ
ー
ル
で

訴
え
る
な
ど
、
日
本
を
リ

ー
ド
す
る
言
論
人
の
一

人
。

　

『
私
家
版
・
ユ
ダ
ヤ
文

化
論
』
で
第
６
回
小
林
秀

雄
賞
、『
日
本
辺
境
論
』

で
２
０
１
０
年
新
書
大

賞
、
著
作
活
動
に
対
し
て

第
３
回
伊
丹
十
三
賞
を
受

賞
。

　

内
田
氏
は
、
憲
法
九
条

の
危
機
や
格
差
問
題
、
経

済
効
率
優
先
の
社
会
へ
の

警
鐘
な
ど
、
幅
広
い
テ
ー

マ
で
発
言
し
、
注
目
を
集

め
る
論
客
。

　

７
月
の
安
倍
内
閣
に
よ

る
憲
法
解
釈
の
変
更
に
際

し
て
は
、
学
者
ら
に
よ
る

「
立
憲
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」

の
会
か
ら
抗
議
声
明
を
発

い
て
市
や
歯
科
医
療
関
係
者

ら
の
責
務
を
定
め
て
い
る
。

条
例
化
は
大
阪
府
内
で
初
め

て
。
口
腔
保
健
に
関
す
る
条

例
は
、
昨
年
８
月
の
歯
科
口

腔
保
健
推
進
法
の
成
立
を
き

っ
か
け
に
各
地
で
相
次
い
で

制
定
さ
れ
、
全
国
的
な
大
き

な
流
れ
に
な
っ
て
い
る
。

　

同
市
の
条
例
は
、
歯
と
口

腔
の
健
康
づ
く
り
を
総
合
的

に
推
進
し
、
市
民
の
生
涯
に

わ
た
る
健
康
の
保
持
・
増
進

が
目
的
。
市
と
歯
科
医
療
従

事
者
の
責
務
や
市
民
の
役
割

な
ど
を
規
定
し
て
い
る
。

　

基
本
理
念
で
は
、
①
歯
科

疾
患
を
早
期
に
発
見
し
、
早

期
に
治
療
を
受
け
る
こ
と
を

促
進
②
乳
児
期
か
ら
高
齢
期

ま
で
特
性
に
応
じ
て
適
切
か

つ
効
果
的
に
推
進
③
医
療
・

福
祉
・
労
働
衛
生
・
教
育
な

ど
の
関
連
施
策
と
連
携
を
図

る
―
―
を
通
じ
て
歯
と
口
腔

の
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む

こ
と
を
掲
げ
た
。

　

歯
科
医
療
従
事
者
に
対
し

て
は
、
口
腔
保
健
に
資
す
る

よ
う
医
師
ら
と
の
緊
密
な
連

携
を
図
る
と
共
に
、
市
が
実

施
す
る
施
策
に
協
力
す
る
よ

う
求
め
て
い
る
。

　

基
本
的
施
策
で
は
、
学
齢

期
の
む
し
歯
予
防
や
食
育
、

成
人
期
に
お
け
る
歯
周
病
予

防
、障
害
者
・
高
齢
者
ら
へ
の

定
期
検
診
の
支
援
、
生
活
習

慣
病
・
喫
煙
に
よ
る
健
康
づ

く
り
へ
の
影
響
防
止
な
ど
10

項
目
を
挙
げ
た
。そ
の
上
で
、

「
財
政
上
の
措
置
を
講
ず
る

よ
う
努
め
る
」と
し
て
い
る
。

　

今
後
、
市
は
条
例
に
基
づ

き
、
口
腔
保
健
に
関
す
る
基

本
的
な
計
画
を
策
定
す
る
。

消
費
税
増
税
の
中
止
と
ゼ
ロ

税
率
（
免
税
）
の
適
用
を
求

め
て
要
請
す
る
。
同
封
の
署

名
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
た

い
。

５
％
で
一
医
院
あ
た
り
年
間

72
万
円
に
上
る
。
10
％
に
な

れ
ば
、
倍
近
く
に
膨
れ
上
が

る
恐
れ
が
あ
る
。

　

協
会
・
保
団
連
は
消
費
税

増
税
の
撤
回
と
共
に
、
医
療

や
生
活
必
需
品
に
は
「
ゼ
ロ

税
率
」（
免
税
）
を
適
用
す

る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
ゼ

ロ
税
率
（
免
税
）
に
な
れ

ば
、
医
療
機
関
の
消
費
税
負

担
分
は
全
額
還
付
さ
れ
、
損

税
は
無
く
な
る
。
患
者
の
消

費
税
負
担
も
発
生
し
な
い
制

度
だ
。「
軽
減
税
率
」
で

は
、
医
療
機
関
の
損
税
は
一

定
解
消
す
る
が
、
患
者
に
消

費
税
負
担
を
強
い
る
こ
と
に

吹
田
市
で
口
腔
保
健
条
例

大
阪
府
内
で
初
の
制
定

内
田
樹
氏
が
講
演

内
田
樹
氏
が
講
演

おおさか医科・歯科九条の会

グローバリズムと憲法九条
11/30（日）、Ｍ＆Ｄホール

アベノミクスと消費税10％をアベノミクスと消費税10％を
テーマに会員学習会テーマに会員学習会

講師：大槻久志氏
11/８（土）午後５時45分～
会場　保険医会館５階　会費　無料

＊＊＊内容＊＊＊
　2015年10月の再増税へ突き進む安倍政権。消
費税増税後、落ち込む消費。切り捨てられる社
会保障。大企業向け経済政策で暮らしは良くな
るのか…。アベノミクス２年を検証する。

申込　協会事務局まで（TEL 06-6568-7731）

＊＊＊講師プロフィール＊＊＊
　経済学者。主な著書に「金融化の災い－みんなの
ための経済の話」「やさしい日本経済の話」など多数。

消費税率を10％に　　　
引き上げることについて

反対 76.8%反対 76.8%

賛成
20.9%
賛成
20.9%

分からない 2.3%分からない 2.3%

時事通信「世論調査」（９月）

署
名
用
紙
同
封


